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る
の
か
。

答　
町
民
の
皆
様
方
に
誠

に
申
し
わ
け
な
く
お
詫
び
申

し
上
げ
る
。
通
帳
と
印
鑑
の

同
一
人
保
管
、
支
出
調
書
の

未
作
成
並
び
に
、
決
裁
未
済

が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。

　

副
町
長
を
座
長
と
す
る

「
事
務
改
善
検
討
委
員
会
」

で
は
要
因
分
析
と
口
座
管
理

の
現
状
調
査
並
び
に
不
祥
事

を
起
こ
さ
せ
な
い
シ
ス
テ
ム

を
議
論
し
た
。
６
月
８
日
に

同
委
員
会
よ
り
提
言
さ
れ
た

次
の
３
項
目
に
つ
い
て
、
７

月
末
ま
で
に
策
定
し
、
再
発

防
止
策
を
講
じ
た
こ
と
を
住

民
に
お
伝
え
す
る
。

①
団
体
等
の
資
金
管
理
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

②
公
表
す
る
項
目
・
基
準
ま

で
踏
み
込
ん
だ
「
懲
戒
処
分

の
基
準
」

③
職
員
の
行
動
の
規
範
と
な

る
「
倫
理
規
定
」

問　
東
日
本
大
震
災
は
未

曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た

が
、
一
方
で
教
訓
も
得
ら
れ

て
い
る
。
次
の
点
に
つ
い
て

今
後
の
防
災
計
画
に
ど
う
反

映
さ
せ
る
の
か
。

①
「
避
難
指
示
」
「
避
難
勧

告
」
の
違
い
な
ど
案
外
知
ら

れ
て
い
な
い
用
語
の
正
確
な

理
解
や
周
知
の
方
法
。

②
「
想
定
外
」
と
な
ら
な
い

津
波
被
害
の
予
想
・
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
。

③
た
め
池
の
耐
震
診
断
結
果

と
住
民
へ
の
適
切
な
情
報
提

供
の
あ
り
方
。

④
行
政
が
管
理
す
る
情
報
資

産
に
関
す
る
災
害
時
の
損
失

回
避
方
法
。

答　
①
用
語
を
防
災
計
画

に
記
載
す
る
だ
け
で
は
住
民

に
十
分
意
図
が
伝
わ
ら
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
広
報

に
特
集
を
組
み
、
周
知
を
図

り
、
避
難
訓
練
な
ど
身
に
付

く
実
践
も
今
後
行
う
。

②
今
後
見
直
さ
れ
る
津
波
の

予
想
に
基
づ
き
、
対
策
を
講

じ
る
。
不
安
を
与
え
る
の
で

は
な
く
、
条
件
・
デ
ー
タ
に

基
づ
い
た
も
の
と
し
た
い
。

③
町
内
た
め
池
28
ヵ
所
の
一

次
診
断
結
果
に
つ
い
て
、
地

区
で
作
成
す
る
防
災
地
図
に

診
断
結
果
を
掲
載
し
、
住
民

と
一
緒
に
な
っ
て
協
議
し
て

い
く
。

④
住
民
情
報
を
は
じ
め
と
す

る
各
種
デ
ー
タ
や
財
務
上
の

情
報
は
定
期
的
に
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
し
た
も
の
を
本
庁
と
中

津
支
所
に
分
散
し
て
保
管
し

て
い
る
。
両
庁
舎
の
同
時
被

災
を
想
定
す
る
と
、
他
府
県

サ
ー
バ
ー
の
利
用
等
更
な
る

保
管
方
法
の
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

２
町
の
防
災
計
画
に
活
か
す

べ
き
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

い
ろ
い
ろ
な
面
か
ら
あ
ら
ゆ
る
手

を
考
え
て
防
災
に
取
り
組
み
た
い

防災司令室

　

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人

拉
致
問
題
の
早
期
解
決
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て
の
陳
情

陳
情
者

　

和
歌
山
県
和
歌
山
市
和

歌
浦
南
３
丁
目
４
―
10

・
ブ
ル
ー
リ
ボ
ン
の
会　

　

会
長　
　
　

大
倉
勝
行

・
日
本
会
議
和
歌
山

　

会
長　
　
　

角　

荘
三

　

審
査
の
結
果
「
採
択
」

と
決
定
。
本
議
会
に
お
い

て
も
採
択
と
し
、
国
会
と

関
係
大
臣
に
意
見
書
を
送

付
。

陳
情
の
審
査

総
務
常
任
委
員
会

北
朝
鮮
に
よ
る
日
本

人
拉
致
問
題
の
早
期

解
決
に
関
す
る
意
見

書
（
抜
粋
）

　

北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事

件
は
、
そ
の
解
明
解
決
が

遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
よ

う
や
く
平
成
14
年
の
平
壌

会
談
以
降
５
人
の
被
害
者

及
び
そ
の
家
族
の
帰
国
が

実
現
し
た
が
、
そ
の
後
は

依
然
と
し
て
霧
の
中
で
あ

る
。

　

北
朝
鮮
は
、
国
の
ト
ッ

プ
が
日
本
人
の
拉
致
の
事

実
を
認
め
た
に
も
係
わ
ら

ず
、
そ
の
後
の
調
査
に
つ

い
て
は
誠
意
あ
る
対
応
を

し
て
い
な
い
。

　

国
家
が
、
拉
致
と
い
う

人
道
上
許
す
こ
と
の
で
き

な
い
犯
罪
を
犯
し
て
い
る

こ
と
を
、
私
た
ち
は
改
め

て
強
く
追
求
す
べ
き
で
あ

る
。

　

被
害
者
の
一
刻
も
早
い

帰
国
を
実
現
す
る
こ
と
が
、

日
本
国
民
共
通
の
願
い
で

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
日
高
川
町
議

会
は
国
に
対
し
て
一
刻
も

早
い
全
員
救
出
の
方
法
を

具
体
的
に
立
案
、
実
行
す

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

（
提
出
先
）

　

衆
議
院
議
長

　

参
議
院
議
長

　

内
閣
総
理
大
臣

　

外
務
大
臣

　

内
閣
官
房
長
官
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

去
る
６
月
１
日
に
、
産
業

建
設
常
任
委
員
会
が
所
管
事

務
調
査
と
し
て
町
内
の
道
路

工
事
の
施
工
状
況
な
ど
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

出
発
前
に
建
設
課
長
か
ら

現
在
町
内
で
進
め
ら
れ
て
い

る
道
路
事
業
の
位
置
と
、
事

業
内
容
や
補
助
割
合
な
ど
に

つ
い
て
事
前
説
明
を
受
け
た

後
、
建
設
課
同
行
の
上
、
順

次
現
地
に
出
向
き
視
察
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
で
は
、
町
道

だ
け
で
な
く
、
早
期
の
全
線

改
修
の
要
望
を
続
け
て
い
る

県
道
御
坊
中
津
線
の
沿
線
各

所
も
併
せ
て
訪
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
場
到
着
後
、
進
捗
状

況
を
は
じ
め
と
す
る
経
過
報

告
並
び
に
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
と
と
も

に
、
疑
問
点
に
つ
い
て
は
質

問
す
る
な
ど
施
工
方
法
や
課

題
な
ど
に
つ
い
て
も
協
議
を

行
い
ま
し
た
。

　

道
路
関
係
の
視
察
終
了
後
、

増
水
時
に
お
け
る
江
川
の
氾

濫
解
消
対
策
に
つ
い
て
も
協

議
を
行
い
、
現
在
県
が
工
事

中
の
若
野
地
内
の
引
き
堤
工

事
現
場
と
対
岸
の
江
川
と
日

高
川
の
合
流
部
付
近
の
現
状

を
確
認
し
た
後
、
役
場
本
庁

に
て
振
興
局
の
河
港
課
長
か

ら
、
江
川
増
水
時
と
の
関
連

性
を
含
め
、
引
き
堤
工
事
の

進
捗
概
況
と
今
後
の
施
工
予

定
、
更
に
は
当
地
域
の
治
水

に
係
る
県
の
方
針
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
と
し
て
は
、
江

川
と
日
高
川
の
合
流
部
付
近

に
あ
る
竹
藪
の
撤
去
・
し
ゅ

ん
せ
つ
を
行
う
こ
と
も
増
水

時
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
有

効
で
は
な
い
か
、
と
の
意
見

か
ら
早
期
の
実
現
、
江
川
氾

濫
に
対
す
る
総
合
的
な
治
水

対
策
の
必
要
性
を
説
明
を
訴

え
ま
し
た
。

　

尚
、
道
路
関
係
の
視
察

箇
所
は
以
下
の
通
り
で
す
。

（
視
察
順
）

・
町
道
和
佐
稲
原
線

　
　

和
佐
地
内

・
県
道
御
坊
中
津
線

　
　

山
野
〜
三
津
ノ
川
地
内

・
町
道
藤
野
川
大
又
線

　
　

藤
野
川
地
内

・
県
道
御
坊
中
津
線

　
　

大
又
地
内

・
県
道
御
坊
中
津
線

　
　

老
星
地
内

・
県
道
御
坊
中
津
線

　
　

下
田
原
地
内

・
町
道
皆
瀬
打
尾
線

　
　

皆
瀬
地
内

・
県
道
上
初
湯
川
皆
瀬
線
法

　

事
ト
ン
ネ
ル

・
町
道
友
渕
線
平
和
橋
橋
梁

　

整
備
下
部
工
事

　
　

熊
野
川
地
内

・
町
道
坂
野
川
姉
子
線

　
　

坂
野
川
地
内

・
町
道
大
又
岡
本
線

　
　

高
津
尾
地
内

・
町
道
三
百
瀬
蛇
尾
線

　
　

平
川
地
内

・
町
道
松
瀬
中
津
川
線
（
通

　

過
）

・
町
道
土
生
吹
上
線

　
　

土
生
地
内
大
成
中
校
門

　
　

前

増水時の江川・日高川合流部

委員会町内視察レポート

町内の道路工事施工状況等を視察町内の道路工事施工状況等を視察
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向
上
に
し
て
も
、
相
互
が
磨

き
合
う
土
壌
を
つ
く
る
た
め

に
も
、
少
数
精
鋭
で
あ
る
10

人
が
適
切
で
あ
る
と
い
う
意

見
。

　

ま
た
、
90
億
円
か
ら
の
予

算
執
行
を
し
て
い
く
中
で
、

し
っ
か
り
と
精
査
し
、
提
言

し
て
い
く
た
め
に
も
、
14
人

が
適
切
で
あ
る
と
い
う
意
見

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
議
会
の
役

割
と
し
て
、
行
政
機
関
が
す

る
こ
と
を
住
民
目
線
か
ら
チ

ェ
ッ
ク
す
る
機
能
が
求
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

の
声
を
ど
う
行
政
に
反
映
し

て
い
く
か
と
い
う
課
題
に
応

え
る
た
め
に
も
、
議
員
の
数

が
多
い
方
が
よ
い
と
い
う
意

見
も
あ
っ
た
。

　

以
上
、
委
員
会
と
し
て
の

結
論
が
出
る
ま
で
10
回
の
委

員
会
を
開
き
協
議
を
し
た
の

ち
、
起
立
に
よ
り
裁
決
を
行

っ
た
結
果
、
議
員
定
数
を
４

人
削
減
し
て
12
人
と
す
る
こ

と
を
決
定
し
た
。

　

田
植
え
か
ら
、
約
50
日

が
経
ち
、
葉
も
青
々
と
茂

り
、
秋
に
向
け
て
す
く
す

く
と
育
ち
、
自
然
の
力
強

さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

農
家
の
方
々
に
と
り
ま

し
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
、
心

豊
か
で
幸
せ
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
東
日

本
大
震
災
に
お
い
て
、
未

だ
塩
害
と
放
射
能
被
害
で

水
田
に
出
来
な
い
所
は
福

島
県
12
市
町
村
だ
け
で
も

１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
あ

る
と
聞
き
ま
す
。
し
か
も

そ
れ
が
30
年
間
と
長
期
化

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
農
業
に
携
わ
る
者

と
し
て
本
当
に
心
が
痛
み

ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
国
の
力

で
震
災
前
の
心
豊
か
で
実

り
あ
る
秋
を
迎
え
ら
れ
る

事
を
、
心
か
ら
祈
ら
ず
に

は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

７
月
１
日
の
職
員
人
事
異

動
で
、
議
会
事
務
局
職
員
の

林
浩
史
さ
ん
が
、
川
辺
公
民

館
へ
異
動
と
な
り
、
そ
の
後

任
に
中
津
支
所
か
ら
、
井
原

議
員
定
数
と
議
会
の
あ
り
方

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

（
議
長
を
除
く
15
名
構
成
）

１
．
調
査
事
件

　

日
高
川
町
に
と
っ
て
ふ
さ

わ
し
い
議
員
定
数
に
つ
い
て

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
住

民
に
開
か
れ
た
議
会
等
、
議

会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
調

査
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

２
．
調
査
の
経
過

　

一
昨
年
10
月
に
提
出
さ
れ

た
４
１
３
４
人
に
及
ぶ
署
名

の
「
議
員
定
数
削
減
を
求
め

る
請
願
書
」
は
非
常
に
重
き

も
の
で
あ
る
。

　

平
成
22
年
６
月
25
日
、
議

長
を
除
く
15
人
の
議
員
で
構

成
す
る
「
議
員
定
数
と
議
会

の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
」
を
発
足
し
、
平

成
23
年
５
月
25
日
ま
で
の
約

１
年
に
わ
た
り
計
10
回
、
委

員
会
を
開
催
、
調
査
の
目
的

で
あ
る
「
議
員
定
数
」
と

「
議
会
の
あ
り
方
」
の
う
ち
、

委
員
会
内
で
も
い
ろ
い
ろ
と

議
論
は
あ
っ
た
が
、
先
に
議

員
定
数
に
つ
い
て
集
中
し
て

調
査
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
議
論
を
進
め
て
い

く
中
で
、
県
内
ま
た
は
近
隣

で
合
併
し
て
い
る
町
を
選
定

し
、
議
員
定
数
問
題
や
議
会

の
あ
り
方
、
活
性
化
等
に
つ

い
て
す
で
に
取
り
組
ま
れ
て

い
た
み
な
べ
町
議
会
と
白
浜

町
議
会
を
訪
問
し
、
視
察
を

行
っ
た
。

　

調
査
や
会
議
を
重
ね
る
中
、

22
年
11
月
30
日
に
お
い
て
、

議
員
定
数
を
削
減
す
る
方
針

を
起
立
多
数
で
可
決
、
23
年

４
月
26
日
の
会
議
で
は
、
議

員
定
数
を
12
人
と
す
る
こ
と

を
決
め
た
。

３
．
調
査
の
結
果
ま
た
は
概

要
　

当
委
員
会
に
て
調
査
し
た

結
果
、
委
員
会
に
出
さ
れ
た

意
見
と
し
て
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

国
勢
調
査
人
口
を
基
に
し

て
議
員
一
人
あ
た
り
の
平
均

住
民
人
口
を
見
た
と
き
、
全

国
平
均
数
値
と
県
下
平
均
数

値
に
見
合
う
議
員
定
数
が
相

当
で
あ
り
、
ま
た
財
政
面
か

ら
見
た
と
き
、
一
人
で
も
少

な
い
方
が
最
少
の
経
費
と
言

え
な
く
も
な
い
が
、
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
に
も
、
先
の

数
値
的
裏
付
け
と
な
る
規
模

的
要
素
が
絶
対
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
議
員
数
12
人
が
相

当
で
あ
る
と
い
う
意
見
。

　

12
人
に
削
減
す
る
こ
と
で
、

選
挙
時
の
当
選
ラ
イ
ン
が
上

が
り
、
縁
故
者
だ
け
の
票
に

よ
る
当
選
は
不
可
能
と
な
り
、

民
意
が
直
接
、
選
挙
結
果
に

表
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う

意
見
。

　

ま
た
、
も
う
一
歩
踏
み
込

ん
で
、
総
合
的
に
見
て
、
財

政
的
に
も
、
議
員
の
資
質
の

特
別
委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告

英
作
さ
ん
が
着
任
し
ま
し
た
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

人　

  

事

龍田安廣委員長




